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檜原村に産廃焼却工場は要らない！ 

檜原村は、多摩川の上流の秋川渓谷と緑の山々に囲まれた都内で唯一の“村”です。 

人口は約 2,000人で、人々は自然と共生しながら静かに暮らしています。 

ところが、このほど武蔵村山市の比留間運送（株）が産業廃棄物焼却場の建設を村の人里（へんぼり）

地区に計画していることが明らかになりました。産廃焼却炉の規模は 96ｔ/日（24 時間×４ｔ）で、煙突の

高さは４５ｍです。3 月 1 日に東京都多摩環境事務所に申請書が提出されて、4 月 19 日からは生活環

境調査等の縦覧が開始されます。私たちはこのような産廃焼却場は村の基本理念の「みどり せせらぎ 

風の音」を根底から踏みにじり、多くの人たちがやすらぎを求めて来村される心まで失わせます。村の景

観や理念を守るためにも絶対に産廃焼却場を作らせてはいけません。尚、4月 23日（土）午後 2時より、

藤原寿和さんを講師にお願いして、檜原村福祉センターで議員有志主催の「檜原村の産廃焼却場を

考える勉強会」を開催いたします。定員 100名程度ですが、村外の人も無料で入場できます。皆様の関

心と参加をお願いいたします。 

2022年 4月 13日 吉川 洋（前・檜原村議員）  

                                        

 

 

 

（新聞記事提供：日の出町議員 中西千恵） 

産廃反対の自治会の看板 檜原村人里地区の建設予定地 檜原村の美しい風景 


